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大
き
な
地
震
は
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
、
住
ま
い
の
耐
震
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

板
倉
町
で
は
地
震
に
強
い
住
ま
い
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

予
期
せ
ぬ
地
震
が
起
き
る
と

　

日
本
で
は
東
日
本
大
震
災
以
降

だ
け
で
も
、
平
成
28
年
熊
本
地
震

や
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
な
ど

の
人
的
被
害
を
伴
う
大
き
な
地
震

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
首
都
直
下

地
震
な
ど
の
発
生
も
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
震
の
報

道
な
ど
か
ら
防
災
意
識
が
高
ま
る

と
と
も
に
、
自
宅
の
耐
震
性
に
不

安
を
抱
く
か
た
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

能
登
半
島
地
震
で
は
多
く
の
木

造
住
宅
な
ど
が
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
、そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、

建
築
物
の
耐
震
化
率
が
比
較
的
低

い
地
域
だ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

地
震
に
よ
り
住
ま
い
が
倒
壊
し

て
し
ま
う
と
、
命
が
危
険
に
さ
ら

さ
れ
ま
す
。
た
と
え
命
が
助
か
っ

た
と
し
て
も
、
長
期
間
に
わ
た
り

不
自
由
な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
心
身
に
大
き
な
負
担
と
な

り
ま
す
。
実
際
、
熊
本
地
震
で
は

亡
く
な
ら
れ
た
か
た
の
約
８
割
が

避
難
生
活
中
の
心
身
の
不
調
な
ど

に
よ
る
災
害
関
連
死
で
あ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
耐
震
診
断
か
ら

　

町
で
は
「
第
３
期
板
倉
町
耐
震

改
修
促
進
計
画
」
を
策
定
し
、
住

宅
な
ど
の
耐
震
化
を
促
進
し
て
い

ま
す
。
町
内
で
特
に
耐
震
性
に
不

安
が
あ
る
住
宅
は
、
平
成
30
年
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
の
結
果
に
よ

る
と
、
居
住
さ
れ
て
い
る
住
宅
の

う
ち
15
・
２
％
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
耐
震
に
不
安
の
あ
る

住
宅
と
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
旧
耐
震
基
準
の
在
来
軸
組

工
法
で
建
て
ら
れ
た
住
宅
で
、
耐

震
改
修
を
行
っ
て
い
な
い
住
宅
を

指
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
住
宅
に
対
し
て
、

町
で
は
耐
震
診
断
者
の
派
遣
（
診

断
料
無
料
・
交
通
費
の
み
負
担
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の

住
宅
の
耐
震
性
に
不
安
が
あ
る
か

た
は
、
ぜ
ひ
活
用
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
で
は
耐
震
相
談

会
の
実
施
（
年
２
回
予
定
）、
耐

震
改
修
費
用
の
一
部
補
助
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

身
近
な
こ
と
で
も
で
き
る
こ
と
を

　

建
物
の
耐
震
以
外
に
家
具
の
配

置
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
で
被
害

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

近
年
発
生
し
た
地
震
で
は
、
け

が
を
し
た
か
た
の
多
く
は
家
具
の

転
倒
や
落
下
な
ど
が
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
タ
ン
ス
や
本
棚
な
ど

の
大
き
な
家
具
は
、
倒
れ
な
い
よ

う
に
固
定
し
た
り
、
出
入
口
を
塞

が
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
今
一
度

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
非
常
時
に
は
家
族

の
連
携
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
家

族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

み
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　

加
え
て
、
増
改
築
や
リ
フ
ォ
ー

ム
を
す
る
際
も
、
住
宅
の
耐
震
改

修
に
つ
な
が
る
よ
う
な
工
事
を
同

時
に
行
い
、
効
果
的
な
住
宅
改
修

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

防
災
意
識
の
高
ま
っ
て
い
る
今

こ
そ
、
地
震
に
よ
る
被
害
を
少
し

で
も
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
、
身
近

な
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ　

計
画
管
理
係

82

－

６
１
５
１

住まいの倒壊・損壊から命を守るために住まいの倒壊・損壊から命を守るために

耐震診断耐震診断をおすすめしますをおすすめします

板倉町の実施している耐震支援

　

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
天
然
の
繊

維
状
鉱
物
で
石い
し

綿わ
た

と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
繊

維
は
、
肺
線
維
症
（
じ
ん
肺
）、

中
皮
腫
の
原
因
に
な
る
と
い
わ

れ
、
肺
が
ん
を
起
こ
す
可
能
性

が
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を

含
む
製
品
の
輸
入
・
製
造
・
使

用
な
ど
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
過
去
に
は
建
材
な
ど
に
使

用
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
建

築
物
に
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
建

材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
内
に
所
在
す
る

民
間
所
有
建
築
物
に
つ
い
て
、

壁
や
柱
、
天
井
な
ど
に
吹
付
ア

ス
ベ
ス
ト
な
ど
の
建
材
が
使
用

さ
れ
る
か
調
査
を
行
う
場
合
、

含
有
調
査
に
係
る
費
用
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

計
画
管
理
係

82
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６
１
５
１

民
間
建
築
物
ア
ス
ベ
ス
ト

含
有
調
査
補
助
制
度

耐
震
改
修
の
流
れ

○
耐
震
診
断

　
　
　

←

○
耐
震
補
強
設
計

（
工
事
内
容
の
決
定
）

　
　
　

←

○
耐
震
補
強
工
事

（
改
修
工
事
の
実
施
）

 木造住宅耐震改修補助金制度
補助金額上限１００万円、ぜひ活用してください
　対象住宅　
　　診断結果が「３  倒壊する可能性がある」「４  倒壊する可能性
　が高い」だった住宅（精密な耐震診断が必要になります）
　申込期限
　　９月13日（金）
　補助金額
　上限１００万円（耐震補修工事にかかる費用の５分の４以内）

診断方法
　診断は、診断者（建築士）が訪問し、見取り図や建
物の状態を確認して耐震性を診断します。

診断結果は４段階で評価

●診断結果が３・４となった住宅は、耐震改修補助金の対象
となります。建築基準法改正前の昭和56年５月31日以前に着
工された住宅は、この範囲の診断となることが多い傾向にあ
ります。

住宅の耐震性がどのくらいあるか診断します
　対象住宅　
　　 昭和56年５月31日以前に着工され、在来軸組工法で建築
された２階建て以下の一戸建て住宅または併用住宅

　申込期限
　　９月13日（金）
　費用　無料
　※ 診断士（建築士）の交通費として1,000円負担していただ
きます。

区分 １ ２ ３ ４

評価
耐震性が十
分に確保さ
れている

耐震性が
確保され
ている

倒壊する
可能性が
ある

倒壊する
可能性が
高い

 耐震診断者の派遣

 無料耐震相談会
木造住宅の耐震についてご相談ください
　お持ちの木造住宅の耐震性や耐震診断結果についての疑問や質問にお答えします。また、住宅のリフォームなど
に併せて耐震改修を検討されているかたもお気軽にご相談ください。
　対象者
　　 昭和56年５月31日以前に着工された一般木造住宅をお持ちのかた
　開催予定
　　第１回　10月
　　第２回　令和７年１月
　※住宅の間取り図（手書き可）や写真、耐震診断結果が必要です。
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ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
お
よ
び
金

婚
式
合
同
記
念
式
典
出
席
の
お
申

出
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
申

出
さ
れ
た
ご
夫
妻
に
式
典
の
招
待

状
を
お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、
式

典
に
出
席
で
き
な
い
ご
夫
妻
に
も

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
申
出
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
（
結
婚
60
年
）

　

昭
和
39
年
１
月
１
日
〜
12
月
31

日
ま
で
に
婚
姻
の
届
出
を
さ
れ
た

ご
夫
妻

金
婚
式
（
結
婚
50
年
）

　

昭
和
49
年
１
月
１
日
〜
12
月
31

日
ま
で
に
婚
姻
の
届
出
を
さ
れ
た

ご
夫
妻

日
時　

11
月
２
日
㈯　

午
前
10
時

場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

申
出　

介
護
高
齢
係
ま
た
は
板
倉

町
社
会
福
祉
協
議
会

※
板
倉
町
に
本
籍
が
な
い
ご
夫
妻

は
、
申
出
時
に
戸
籍
謄
本
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
出
期
限　

８
月
30
日
㈮

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

○
板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

82

－

３
９
０
０

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
お
よ
び
金
婚
式
合
同
記
念
式
典

11
月
２
日
㈯　

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す

　

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
か
た
の

た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
相
談

会
（
役
場
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
生

活
困
窮
自
立
相
談
支
援
機
関
）
を

開
催
し
ま
す
。
就
労
や
経
済
上
の

問
題
で
お
困
り
の
か
た
は
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
22
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

※
１
組
あ
た
り
30
分
程
度
で
す
。

場
所　

役
場
１
階
中
会
議
室

対
象　

町
内
在
住
の
か
た

申
込
期
限　

８
月
15
日
㈭

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
協

議
会82

－

３
９
０
０

生
活
・
就
労
相
談
会

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

指
定
難
病
の
患
者
お
よ
び
小
児

慢
性
特
定
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る

児
童
の
保
護
者
に
見
舞
金
を
支
給

し
ま
す
。

対
象　

町
内
に
居
住
し
、
住
民
登

録
の
あ
る
か
た
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
か
た

○
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受

給
者
証
を
持
つ
か
た

○
小
児
慢
性
特
定
医
療
費
医
療
受

給
者
証
を
持
つ
児
童
の
保
護
者

支
給
額　

月
額
３
，０
０
０
円

申
請
期
限　

８
月
30
日
㈮

申
請
に
必
要
な
も
の

○
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受

給
者
証
ま
た
は
小
児
慢
性
特
定
医

療
費
医
療
受
給
者
証

○
対
象
者
名
義
の
通
帳

問
合
せ　

社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

特
定
疾
患
患
者
等
見
舞
金

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

【入札結果】予定価格が250万円（税込み）を超えるものを掲載。全ての入札結果および詳細は、町ホームページに掲載しています。　問合せ　財政係 ８２－６１２６

執 行 日 件 名 場 所 予定価格（税抜） 最低制限価格（税抜）
落札金額
（税抜） 落 札 率 落 札 者

６月19日㈬ 令和６年度町道１３４６号線　用地測量業務委託 岩田地内 320万円 なし 290万円 90.6％ 技研コンサル㈱

６月19日㈬ 令和６年度町道３１２３号線　用地測量業務委託 海老瀬地内 296万円 なし 270万円 91.2％ 晃和測量設計㈱

６月19日㈬ 令和６年度町道１２７７号線　用地測量業務委託 板倉地内 285万円 なし 270万円 94.7％ ㈲島崎測量設計

７月３日㈬ 板倉町立西小学校体育館屋根・外壁改修工事 西小学校
体育館 3,016万円 2,111万円 2,670万円 88.5％ 子吉工務店㈲

７月３日㈬ 板倉町立板倉中学校南校舎屋上防水改修工事 板倉中学校 2,323万円 1,626万円 2,065万円 88.9％ ㈱石川工務店

▼
令
和
６
年
度
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
給
付
金

支
給
額　

一
世
帯
当
た
り
10
万
円

対
象　

６
月
３
日
時
点
で
町
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員
が
令

和
６
年
度
新
た
に
住
民
税
所
得
割

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
者
の
み
で

構
成
さ
れ
る
世
帯

※
世
帯
全
員
が
令
和
６
年
度
の
住

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
者
の
扶

養
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
、
対
象

外
で
す
。

※
令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世

帯
給
付
金
（
７
万
円
）
ま
た
は
住

民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
給
付

金
（
10
万
円
）
の
支
給
対
象
世
帯

（
未
申
請
・
辞
退
し
た
場
合
も
含

む
）
は
対
象
外
で
す
。

申
請
方
法

▼
確
認
書
が
届
い
た
か
た

　

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
世

帯
に
は
、
７
月
下
旬
に
確
認
書
を

郵
送
し
ま
し
た
。内
容
を
確
認
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
要

書
類
を
添
付
し
、
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
が
必
要
な
か
た

　

１
月
２
日
以
降
に
町
へ
転
入
し

た
世
帯
ま
た
は
転
入
者
が
い
る
世

帯
の
う
ち
、
課
税
状
況
が
確
認
で

き
な
い
世
帯
に
は
、
申
請
書
を
郵

送
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
必
要
書
類
を
添
付
し
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
期
限　

10
月
31
日
㈭
消
印
有
効

問
合
せ　

社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

▼
こ
ど
も
加
算

支
給
額　

児
童
一
人
当
た
り
５
万
円

対
象　

令
和
６
年
度
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
給
付
金
を
受
給
し
た

世
帯
の
う
ち
、
18
歳
以
下
（
平
成

18
年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降
）
の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯

申
請
方
法　

手
続
き
は
原
則
不
要

で
す
。
令
和
６
年
度
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
給
付
金
の
受
給
口
座

へ
９
月
中
旬
以
降
、
順
次
振
込
予

定
で
す
。

※
別
世
帯
に
扶
養
し
て
い
る
18
歳

以
下
の
児
童
が
い
る
世
帯
や
、
６

月
４
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
が

い
る
場
合
は
、
子
育
て
支
援
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
係

82

－

６
１
３
４

　
「
秋
の
揚
舟　

谷
田
川
め
ぐ

り
」
を
実
施
し
ま
す
。
船
頭
が

一
本
の
竹
ざ
お
を
使
い
、
揚
舟

を
鮮
や
か
に
操
船
し
な
が
ら
谷

田
川
を
周
遊
し
ま
す
。
揚
舟
の

上
か
ら
心
休
ま
る
景
色
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

運
航
日　

９
月
21
日
㈯
〜
10
月

26
日
㈯
の
土
曜
、
日
曜
、
祝
日

運
航
場
所　

群
馬
の
水
郷

乗
船
料
金　

大
人
（
中
学
生
以

上
）　

１
人　

１
，０
０
０
円
、

小
人
（
小
学
生
以
下
）　

１
人

５
０
０
円

出
航
時
間　

９
時
、10
時
、11
時
、

12
時
、
13
時
、
14
時
、
15
時
の

１
日
７
便

乗
船
時
間　

約
40
分
間

※
当
日
、
会
場
で
の
受
付
に
な

り
ま
す
。
出
航
時
間
の
15
分
前

ま
で
に
乗
船
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
天
候
や
河
川

の
状
況
に
よ
り
、
運
休
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

商
工
観
光
係

82
－

６
１
３
９

秋
の
揚
舟

谷
田
川
め
ぐ
り

　

４
月
１
日
、
元
板
倉
町
立
板
倉

中
学
校
長
宇う

治じ

川が
わ

哲て
つ

也や

さ
ん
が
瑞

宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
治
川
さ
ん
は
、
昭
和
33
年
に

公
立
学
校
教
諭
と
な
り
、
38
年
間

に
わ
た
り
邑
楽
郡
や
館
林
市
の
小

中
学
校
に
お
い
て
教
育
一
筋
、
職

務
に
専
念
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
平

成
６
年
４
月
か
ら
板
倉
中
学
校
に

校
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
板
倉
町

の
教
育
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

総
務
学
校
係

82

－

６
１
５
３

叙
勲宇治

川
哲
也
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た

デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策

新
た
に
住
民
税
が
非
課
税
等
と
な
る
世
帯
に
給
付
金

　

邑
楽
郡
５
町
お
よ
び
館
林
市
に

在
住
・
在
勤
の
か
た
を
対
象
と
し

た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

邑
楽
館
林
地
域
の
自
治
体
と
、

Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
青
年
部
が
開
催
す

る
官
民
連
携
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時　

９
月
23
日
（振休）

　
　
　

受
付　

午
後
１
時
15
分
〜

　
　
　

開
始　

午
後
２
時

場
所　

ヴ
ィ
ラ
・
デ
・
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
太
田
（
大
泉
町
寄
木
戸
１
）

参
加
条
件　

25
歳
以
上
45
歳
く
ら

い
ま
で
の
独
身
の
か
た

○
男
性
は
邑
楽
郡
ま
た
は
館
林
市

に
在
住
も
し
く
は
在
勤

○
女
性
は
居
住
地
・
勤
務
地
は
問

い
ま
せ
ん

応
募
要
件　

９
月
16
日
㈷
開
催
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

で
き
る
こ
と
。

○
男
性
は
午
後
３
時
か
ら
ヴ
ィ

ラ
・
デ
・
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
太
田
で

開
催

○
女
性
は
午
後
１
時
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催

定
員　

男
性
50
人
・
女
性
50
人

参
加
費　

男
性
４
，０
０
０
円

　
　
　
　

女
性
２
，０
０
０
円

申
込
期
限　

９
月
２
日
㈪

問
合
せ　

千
代
田
町
役
場
総
合
政

策
課
政
策
推
進
係

86

－

７
０
０
７

○
板
倉
町
役
場
企
画
財
政
課
企
画

調
整
係

82

－

６
１
２
５

婚
活
イ
ベ
ン
ト

ま
ち
コ
ン
Ⅲ　

邑
楽
館
林
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

申込みはこちら

熱
中
症
・
食
中
毒
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

猛
暑
に
よ
り
、
熱
中
症
や
食
中
毒
が
増
加
す
る
時
期
で
す
。
予
防
・
対
策

を
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

エ
ア
コ
ン
や
冷
却
グ
ッ
ズ
を
使
用
し
、
喉
が
渇
い
た
と
感
じ
る
前
に
、
こ

ま
め
な
水
分
と
ほ
ど
よ
い
塩
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
で
、
暑
さ
に
負
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
高
温
多
湿
の
環
境
は
細
菌
が
増
殖
し
や
す
い
た
め
、
調
理
後
は
速

や
か
に
食
べ
、
適
切
な
温
度
で
食
材
を
保
管
し
ま
し
ょ
う
。



（7） （6）Ｒ６．８．１

水道の手続き、水道の漏水や濁り、工事の申込み、
各種証明など水道に関する問合せは

群馬東部水道企業団館林支所
０２７６－８０－３２０１

※ 休日・夜間の場合は、自動音声ガイダンスに切り替わ
ります。切り替わるまで電話を切らず、アナウンスに
従って用件をお伝えください。

○ 板倉営業所（役場窓口）は、館林支所に統合されました。

　

お
口
の
ケ
ア
を
怠
る
と
要
介
護

状
態
に
つ
な
が
り
ま
す
。
毎
日
の

「
健
口
」
ケ
ア
で
介
護
予
防
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月
22
日
㈭　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

場
所　

中
央
公
民
館
３
階
第
２
・

３
会
議
室

内
容　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
お

口
の
ケ
ア
に
関
す
る
講
義

講
師　

館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会 

谷た
に

山や
ま

愛あ
い　

歯
科
衛
生
士

募
集
人
数　

30
人

受
付
開
始　

８
月
15
日
㈭　

午
前

８
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

家
族
な
ど
の
介
護
経
験
や
思
い

を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。
言
葉
に

す
る
だ
け
で
気
持
ち
が
軽
く
な
っ

た
り
、
介
護
経
験
を
語
る
こ
と
で

誰
か
の
介
護
を
軽
減
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

日
時　

８
月
23
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

学
習
室

内
容　

介
護
に
関
す
る
経
験
や
思

い
を
語
る
グ
ル
ー
プ
で
の
フ
リ
ー

ト
ー
ク

募
集
人
数　

20
人

対
象
者　

家
族
な
ど
の
介
護
を
し

て
い
る
か
た
ま
た
は
介
護
の
経
験

が
あ
る
か
た

申
込
み
・
問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

楽
し
く
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。

日
程　

９
月
４
日
㈬
、
11
日
㈬

※
ど
ち
ら
の
日
程
も
同
じ
内
容
で

す
。
申
込
み
時
に
、
希
望
の
日
程

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
講
座
室

送
迎　

日
程
に
よ
り
各
地
区
の
送

迎
対
応
が
可
能
で
す
。
ご
希
望
の

か
た
は
、
申
込
み
時
に
送
迎
の
希

望
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

講
師　

め
ぐ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
板
倉　

服は
っ
と
り部
優ゆ
う

子こ　

介
護
福
祉
士

内
容　

椅
子
に
座
っ
て
行
う
自
分

の
体
重
や
ゴ
ム
バ
ン
ド
を
使
っ
た

運
動
や
認
知
症
予
防
の
た
め
の
脳

ト
レ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

対
象
者　

主
治
医
に
運
動
を
禁
じ

ら
れ
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
か
た

募
集
人
数　

各
日
程
15
人

受
付
開
始　

８
月
21
日
㈬　

午
前

８
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

定
期
予
防
接
種
は
、
対
象
者
や

接
種
期
間
が
法
令
に
よ
り
定
め
ら

れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
、
対

象
年
齢
の
か
た
は
無
料
で
接
種
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
母
子
健
康

手
帳
を
確
認
し
、
受
け
て
い
な
い

予
防
接
種
が
あ
る
場
合
は
、
夏
休

み
を
利
用
し
、
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。予
診
票
が
な
い
か
た
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
対
象
者

○
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
２
期
）

幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
の
年
長
児

の
期
間

○
日
本
脳
炎
（
２
期
）

９
歳
以
上
13
歳
未
満

○
二
種
混
合

11
歳
以
上
13
歳
未
満

○
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

小
学
校
６
年
生
〜
高
校
１
年
生
相

当
の
女
子

※
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
25

年
４
月
１
日
生
の
女
性
は
、
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
限

り
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者

で
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
予
診

票
を
発
行
し
ま
す
の
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
３
回
の
接
種
を
完
了

す
る
に
は
、
６
か
月
程
度
か
か
り

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
場
合
早
め

に
接
種
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

82

－

３
７
５
７

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
要
件
を
満
た
し
て

い
て
、
未
受
給
の
か
た
は
、
申
請

健　
　

康

健　
　

康

し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
制
限
に
よ
り
、
手
当
が
支

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
児
童
扶
養
手
当

対
象　

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

り
、
か
つ
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
児
童
を
監
護
す
る
母
子
家
庭

な
ど
の
母
、
監
護
し
生
計
を
同
じ

く
す
る
父
子
家
庭
な
ど
の
父
ま
た

は
養
育
者

○
父
母
が
離
婚

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡

○
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
者

○
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明

○
父
ま
た
は
母
か
ら
一
年
以
上
遺
棄

○ 

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た

○
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁

○
未
婚
の
母
の
子

○
孤
児
な
ど
父
母
が
不
明

手
当
額
（
月
額
）

１
０
，７
４
０
円
〜
４
５
，５
０
０

円現
況
届
の
提
出

　

既
に
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を

受
け
て
い
る
か
た
は
、
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。
対
象
の
か
た

に
は
通
知
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
要
書
類
を
持
参
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
期
間

８
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

20
歳
未
満
の
精
神
も
し
く

は
身
体
に
一
定
の
障
害
の
あ
る
児

童
を
監
護
す
る
父
母
ま
た
は
養
育
者

手
当
額
（
月
額
）

○
１
級 

５
５
，３
５
０
円

○
２
級 

３
６
，８
６
０
円

所
得
状
況
届
の
提
出

　

既
に
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
か
た
は
、
所
得
状
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
対
象
の

か
た
に
は
通
知
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
必
要
書
類
を
持
参
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間

８
月
９
日
㈮
〜
23
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ

○
児
童
扶
養
手
当

　

子
育
て
支
援
係

82

－

６
１
３
４

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

健
康
の
鉄
人
教
室
⑤

お
口
の
健
口
ケ
ア
教
室

家
族
介
護
を
語
ろ
う
会

夏
の
部

ア
ク
テ
ィ
ブ
教
室　

９
月
期

日程 送迎地区

９月４日㈬ 北・東

９月11日㈬ 西・南

送迎地区以外の送迎は
できません。

夏
休
み
に
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

く　

ら　

し

く　

ら　

し

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

【広告】【広告】【広告】

ペットボトルの処理方法

問合せ　環境下水道係　　 ８２－６１３２

捨てれば「ごみ」、分ければ「資源」

　夏は、ペットボトルが多く捨てられます。きちんと
出すことで、「ごみ」ではなく貴重な「資源」となります。
■出す前にやっていただきたいこと

Ｑ：なぜふたとラベルを取るの？

Ａ： 素材が異なるためです。ボトル本体はペットボト
ルとして、ふたとラベルは容器包装プラスチック
として出してください。

Ｑ：なぜ中身をすすぐの？

Ａ：虫が集まることを防ぐほか、リサイクル過程にお
　　ける洗浄を少なくするためです。

Ｑ：なぜつぶすの？

Ａ： ごみ集積場所において、少ないスペースで済むよ
うにするためです。

※ 全てに共通して、リサイクルをしやすくするための
ひと手間です。

◆出し方（主に以下の３種類です）

①ごみステーションに出す
　資源ごみの収集日に、指定ネットに入れてください。
②公民館に出す
　各公民館に設置されている収集用ネットに入れてく
ださい。
③スーパーなどの店頭回収を利用する
　各店舗のルールに従って利用してください。

　町で回収したペットボトルはリサイクル業者に売却
しています。令和５年度は約40トンを回収し、約79万
円となりました。

ラベルを取る 中身をすすぐ つぶすふたを取る
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法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
８
月
21
日
㈬

か
ら
27
日
㈫
ま
で
の
一
週
間
を
全

国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

強
化
週
間
と
し
て
、
い
じ
め
や
体

罰
、
虐
待
な
ど
、
こ
ど
も
の
人
権

に
関
す
る
相
談
の
取
扱
時
間
を
延

長
し
ま
す
。

　

相
談
は
、
電
話
の
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
こ
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
悩

み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
と

法
務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
、
秘

密
は
固
く
守
り
ま
す
。

受
付
時
間

月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時

土
・
日
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後

５
時

こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

（
通
話
料
無
料
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま

せ
ん
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん
け
ん
相
談

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
人
権
相
談
」
を
友
だ
ち
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

　

邑
楽
館
林
施
設
園
芸
等
担
い
手

受
入
協
議
会
で
は
、
本
格
的
に

キ
ュ
ウ
リ
栽
培
に
取
り
組
む
熱
意

あ
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
件　

邑
楽
館
林
地
域
に
居

住
し
就
農
で
き
る
か
た

募
集
人
数　

若
干
名

申
込
期
限　

９
月
17
日
㈫

現
地
説
明
会　

９
月
21
日
㈯

※
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
の
農
業
体
験
を

10
月
に
実
施
予
定
で
す
。
農
業
体

験
後
に
面
接
を
実
施
し
、
農
家
で

の
実
践
的
研
修
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

邑
楽
館
林
施
設
園
芸
等

担
い
手
受
入
協
議
会
事
務
局
（
邑

楽
館
林
農
業
協
同
組
合　

園
芸
企

画
課
内
）

０
２
７
６

－

７
３

－

４
９
９
１

　

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働

く
職
員
（
国
家
公
務
員
）
を
募
集

し
ま
す
。

受
験
資
格　

令
和
６
年
４
月
１
日

に
お
い
て
、
大
学
な
ど
（
短
期
大

学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
最
も
古

い
日
か
ら
起
算
し
て
、
８
年
を
経

過
し
た
か
た

第
一
次
試
験
日　

９
月
29
日
㈰

第
二
次
試
験
日　

11
月
２
日
㈯
、

３
日
㈰
、
４
日
㈪
、
９
日
㈯
、
10 

日
㈰
で
指
定
す
る
１
日

第
三
次
試
験
日　

11
月
下
旬
ま
た

は
12
月
上
旬
で
指
定
す
る
１
日

採
用
予
定
数　

約
１
０
０
人

申
込
み　
【
原
則
】イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
み

https://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

申
込
期
限　

８
月
13
日
㈫
（
受
信

有
効
）

問
合
せ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関

す
る
問
合
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

03

－

３
５
８
１

－

５
３
１
１

○
右
記
以
外
の
問
合
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係０

４
８

－

６
０
０

－

３
１
１
１

募
集
職
種　

事
務
員
若
干
名

受
験
資
格　

日
本
国
籍
が
あ
り
、

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
高
等
学
校
卒
業
（
卒
業
見
込

み
を
含
む
）
以
上
の
学
歴
を
有
し

て
い
る
か
た

第
一
次
試
験
日　

10
月
27
日
㈰

試
験
内
容　

職
務
能
力
試
験
・
職

務
適
応
性
検
査
・
作
文

受
験
提
出
書
類

○
受
験
申
込
書
・
履
歴
書
・
受
験

票
（
こ
れ
ら
は
館
林
衛
生
施
設
組

合
で
配
布
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

○
最
終
学
校
卒
業
（
見
込
み
）
証

明
書

○
返
信
用
封
筒
（
宛
名
を
明
記
し
、

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
角
型
２

号
封
筒
）

受
付
期
間　

９
月
２
日
㈪
〜
９
月

30
日
㈪
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝

日
を
除
く
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

申
込
み
・
問
合
せ　

館
林
衛
生
施

設
組
合
事
務
局
総
務
課

０
２
７
６

－

72

－

１
６
２
４

　

創
業
す
る
た
め
に
必
要
な
基
本

的
ノ
ウ
ハ
ウ
と
創
業
後
の
顧
客
獲

得
方
法
や
売
上
ア
ッ
プ
の
た
め
の

極
意
を
学
ぶ
「
ぐ
ん
ま
創
業
ス

ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
程　

10
月
６
日
・
13
日
・
20

日
・
27
日
・
11
月
３
日
（
全
て
日

く　

ら　

し

く　

ら　

し

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権

相
談
」
強
化
週
間

曜
日
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

群
馬
県
商
工
連
会
館
（
前

橋
市
関
根
町
３

－

８

－

１
）

対
象　

原
則
１
年
以
内
に
県
内
で

創
業
を
予
定
し
て
い
る
か
た
や
、

起
業
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
か
た

（
全
日
程
の
受
講
を
前
提
）

定
員　

40
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
締
切
後
選
考
）

受
講
料　

無
料

主
催　

群
馬
県
商
工
会
連
合
会

申
込
み　

群
馬
県
商
工
会
連
合
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
９
月
６
日
㈮
ま

で
に
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
郵

●●●●●まちの動き●●●●●
人　口 １３，５４０人（－19）
　 うち外国人 ６２５人（＋４）
　　男 ６，８１７人（－３）
　　女 ６，７２３人（－16）
世帯数 ５，９３７戸（－３）
（　）内は前月比　令和６年７月１日現在

●●●事故と犯罪の発生状況●●●
６月１日～６月30日

　　　　　　　　　　　累計　　前年比
　人身事故 １件（12件）　＋１
　物件事故 14件（102件）＋24
　侵入窃盗 ０件（12件）　＋４
　乗物盗難 ０件（３件）　－２
　詐　　欺 １件（２件）　　０
　住居侵入 ０件（２件）　　０
　その他の事件 ５件（25件）　－６
　（　 ）内は令和６年１月からの累計

○町ホームページ
https://www.town.itakura.gunma.jp/

●●●●●今月の税金●●●●●
納税は口座振替が便利です
町県民税（２期）
国民健康保険税（２期）
介護保険料（２期）
後期高齢者医療保険料（２期）
問合せ　収税係
８２－６１２９

○ 納付書のかたはコンビニ、auPAY、d払い、
LINEPay、PayPayでも納められます

キ
ュ
ウ
リ
栽
培
新
規
就
農
者

募
集

　

野
木
町
（
栃
木
県
）

　

野
木
町
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り

　

お
は
や
し
、
盆
踊
り
や
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
模
擬
店
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時　

８
月
24
日
㈯

午
後
５
時
〜
８
時
15
分

場
所　

野
木
町
公
民
館

前
駐
車
場

問
合
せ　

野
木
町
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係

０
２
８
０

－

57

－

４
１
８
８

　

栃
木
市
（
栃
木
県
）

　

夏
に
た
の
し
む
器

　

竹
の
か
た
ち
×
陶
の
い
ろ

　
「
夏
に
た
の
し
む
器
」
を
テ
ー
マ
に

竹
籠
の
形
や
陶
磁
器
に
絵
付
け
さ
れ
た

色
に
注
目
し
ま
す
。
竹
工
芸
で
は
二
代

飯
塚
鳳ほ

う

齋さ
い

、
飯
塚
琅ろ

う

玕か
ん

齋さ
い

な
ど
飯
塚
一

門
、
陶
芸
で
は
重
要
無
形
文
化
財
保
持

者
（
人
間
国
宝
）
に
認
定
さ
れ
た
加
藤

土は

師じ

萌め

ら
の
茶
碗
や
水
滴
な
ど
約
80
点

を
展
示
し
ま
す
。

期
間　

９
月
23
日
（振休）
ま
で

開
館
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

観
覧
料　

一
般
８
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

問
合
せ　

栃
木
市
立
美
術
館

０
２
８
２

－

25

－

５
３
０
０

　

小
山
市
（
栃
木
県
）

　

第
13
回
小
山
の
日
本
一
ビ
ー
ル
ま
つ
り

　

小
山
産
の
農
産
物
を
つ
ま
み
に
、
小

山
産
の
ビ
ー
ル
麦
を
使
用
し
た
美
味
し

い
ビ
ー
ル
を
味
わ
え
ま
す
。

日
時　

９
月
６
日
㈮　

午
後
５
時
30
分

〜
９
時
・
７
日
㈯　

正
午
〜
午
後
９
時

場
所 

小
山
御
殿
広
場

価
格　

前
売
券
２
，０
０
０
円
（
５
枚

つ
づ
り
）、当
日
券
５
０
０
円

（
１
枚
）

問
合
せ　

小
山
市
観
光
協
会

０
２
８
５

－

30

－

４
７
７
２

　

加
須
市
（
埼
玉
県
）

　

早
起
き
し
て
、

　

オ
ニ
バ
ス
を
観
に
行
こ
う
！

　

加
須
市
内
に
は
県
内
唯
一
の
オ
ニ
バ

ス
の
自
生
地
が
あ
り
、
例
年
８
月
い
っ

ぱ
い
ま
で
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

開
花
は
早
朝
か
ら
昼
頃
ま
で
と
短
く
、

午
後
に
は
花
を
閉
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

８
月
24
日
㈯
に
は
、
オ
ニ
バ
ス
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
し
ま
す
。
オ
ニ
バ
ス
の
生
育

状
況
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
詳
細
は
加
須

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　

８
月
中

場
所　

加
須
市
飯
積
地
内
（
北
川
辺
総

合
支
所
か
ら
東
へ
約
９
０
０
ｍ
）
※
駐

車
場
あ
り

問
合
せ　

加
須
市
物
産
観
光

協
会
北
川
辺
支
部

０
２
８
０

－

62

－

２
１
１
１

　

古
河
市
（
茨
城
県
）

　

夢
あ
ん
ど
ん
と
夕
涼
み

　

幻
想
的
な
あ
ん

ど
ん
の
明
か
り
と

共
に
、
夜
風
に
当

た
り
な
が
ら
、
周

辺
散
策
も
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
14
日

㈬
・
15
日
㈭

午
後
６
時
〜
８
時

場
所　

古
河
歴
史
博
物
館
周
辺

問
合
せ　

古
河
歴
史
博
物
館

０
２
８
０

－

22

－

５
２
１
１

関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報

登録はこちら

国
税
庁　

経
験
者
採
用
試
験

（
国
税
調
査
官
級
）

館
林
衛
生
施
設
組
合

職
員
採
用
試
験

ぐ
ん
ま
創
業
ス
ク
ー
ル

受
講
生
募
集

送
に
て
申
込
み

問
合
せ　

板
倉
町
商
工
会

82

－

０
２
２
４

日
時　

９
月
19
日
㈭　

午
前
10
時

〜
正
午

場
所　

お
う
ら
の
森
（
邑
楽
町
中

野
３
９
２
４

－

１
）

テ
ー
マ　

鉢
で
楽
し
む
オ
リ
ー
ブ

の
品
種
と
育
て
方

第
11
回
緑
化
講
座

募
集
人
数　

30
人

受
付
開
始　

９
月
２
日
㈪　

午
前

８
時
30
分
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

費
用　

無
料

※
お
う
ら
の
森
で
は
、
毎
週
木
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
「
緑
の
相
談
室
」

を
開
設
し
て
、
庭
木
の
作
り
方
な

ど
の
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
講
座
は

「
群
馬
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
」

と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

お
う
ら
の
森
（
旧
群
馬

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
）

88

－

７
１
８
８
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▼
野
菜
即
売
会

日
時　

８
月
11
日
㈷　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分
（
商
品
が

な
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所　

松
沼
南
駐
車
場
入
口
広
場

（
館
林
市
松
沼
町
）

▼
太
極
拳
教
室
③

日
時　

８
月
17
日
㈯　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

場
所　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

前
多
目
的
広
場（
館
林
市
松
沼
町
）

費
用　

５
０
０
円

持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運

動
靴
（
上
履
き
）

▼
き
ん
ぎ
ょ
す
く
い

日
時　

８
月
24
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

付
近

対
象　

小
学
生
（
３
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

費
用　

無
料

持
ち
物　

飲
み
物
、
帽
子
、
タ
オ

ル
、
熱
中
症
対
策

問
合
せ　

県
立
館
林
多
々
良
沼
公

園
管
理
事
務
所

56

－

９
９
７
８

募
集
人
数

セ
レ
ク
ト
ス
キ
ル
科
（
機
械
・

C
A
D

・

D
X
モ
デ
リ
ン
グ
）　

10
人

溶
接
板
金
科　

５
人

選
考
日　

９
月
27
日
㈮

訓
練
期
間　

10
月
９
日
㈬
〜
令
和

７
年
３
月
26
日
㈬

費
用　

無
料
、
た
だ
し
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
自
己
負
担
あ
り

募
集
期
間　

８
月
19
日
㈪
〜
９
月

25
日
㈬

問
合
せ　

栃
木
県
立
県
南
産
業
技

術
専
門
校

０
２
８
４

－

91

－

０
８
０
３

○
放
送
大
学
で
は
、
10
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
10
代
か
ら
１
０
０
歳
代
の
幅
広

い
世
代
、
約
８
万
５
千
人
の
学
生

が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

○
授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ
イ
ル
が

あ
り
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
視
聴
、
講
師
か
ら
直
接
受

け
る
授
業
が
あ
り
ま
す
。

○
心
理
学
・
福
祉･

経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業

科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取

得
で
き
ま
す
。

○
放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は

１
２
，０
０
０
円
（
入
学
金
は
別
）。

半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の

授
業
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

○
全
国
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
た
る

学
習
セ
ン
タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
面

接
授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
の
開

講
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生

交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
資
料
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

出
願
期
限

第
一
回　

８
月
31
日
㈯

第
二
回　

９
月
10
日
㈫

問
合
せ　

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ

ン
タ
ー

０
２
７

－

２
３
０

－

１
０
８
５

く　

ら　

し

く　

ら　

し

県
立
多
々
良
沼
公
園

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

10
月
受
講
生
募
集

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

ペ
ダ
ル
付
き
電
動
バ
イ
ク
は
ナ
ン
バ
ー
の
登
録

が
必
要
で
す

　

ペ
ダ
ル
付
き
電
動
バ
イ

ク
は
、
一
般
原
動
機
付
自

転
車
ま
た
は
自
動
車
と
し

て
の
交
通
ル
ー
ル
（
無
免

許
運
転
の
禁
止
、
歩
道
走

行
不
可
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
装
着
義
務
な
ど
）
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
装
着
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
た
め
、
購
入
の

際
は
役
場
で
登
録
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

ペ
ダ
ル
付
き
電
動
バ
イ
ク
と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
車
両

の
こ
と
で
す
。

○
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
ア
シ
ス
ト
比
率
の
基
準
を
超
え
る
も
の

○
ス
ロ
ッ
ト
ル
が
備
え
ら
れ
て
お
り
、
モ
ー
タ
ー
の
み
で
走
行
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
も
の

※
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
も
の

　

型
式
認
定
を
受
け
「
T
S
マ
ー
ク
」
が
付
い
て
い
る
電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
に
は
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
T
S
マ
ー

ク
が
付
い
て
い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

住
民
税
係

82

－

６
１
２
７

板倉の夏を涼しく～クールシェアを意識しましょう～

　夏の暑い日は家庭の電気使用量の半分
以上をエアコンが占めています。複数台
のエアコン使用をやめ、なるべく一つの
部屋に家族が集まる工夫をしたり、商業
施設などの涼しい場所で過ごしたり、１
人あたりのエアコン使用を見直すことが
クールシェアの考え方です。公共交通機
関などを利用しての外出と街中でのひと
涼みで、ＣＯ２削減と熱中症予防にもな
ります。ぜひ、クールシェアを意識しま
しょう。

　例えば３台のエア
コンをつけていたら
２台を止め、一部屋
に集まり家族団らん
で過ごしましょう。

　自宅のエアコンを
止め、ご近所のお宅
に集まってご近所同
士のコミュニケー
ションのきっかけに
しましょう。

　木陰や水辺といっ
た、自然が多く涼し
い場所に行き、ゆっ
たりとした時間を過
ごしましょう。

　商業施設やカフェ
など、身近にある涼
しい場所に集まって、
楽しい時間を過ごし
ましょう。

　一般的に省エネを目的として、冷房環境を共有するための場所でこれまで涼みどころとし
ても提供されてきた、屋外を含む施設のことをクールシェアスポットといいます。クールシェ
アスポットは下記サイトから探すことができます。

ECOぐんま（PCサイト）　　https://www.pref.gunma.jp/site/eco/647557.html 

問合せ　環境下水道係　 ８２－６１３２

ECOぐんま



各教室へ参加を希望されるかたは、各施設まで電話でお申し込みください。
各教室とも受付は先着順で、定員になり次第締切りとなります。

（13） （12）Ｒ６．８．１

期
日　

９
月
５
日
㈭
・
12
日
㈭
・

19
日
㈭
・
26
日
㈭
・
10
月
３
日
㈭ 

全
５
回

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

運
動
初
心
者
や
体
力
を
つ

け
た
い
か
た
も
、
が
ん
ば
ら
ず
に

で
き
る
新
感
覚
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。

音
楽
に
あ
わ
せ
て
楽
し
く
身
体
を

整
え
ま
し
ょ
う
。

対
象　

成
人
25
人

参
加
費　

無
料

持
参
品　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
タ
オ
ル
・

飲
み
物

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い

か
た
は
貸
し
出
し
し
ま
す
。

受
付
期
間　

８
月
10
日
㈯
〜
29
日
㈭

期
日　

８
月
30
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
疲
れ

た
か
ら
だ
の
体
調
管
理
を
考
え
る

薬
膳
講
座
。
フ
ル
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

ビ
ネ
ガ
ー
作
り
で
胃
腸
を
改
善
し

ま
す
。

対
象　

成
人
16
人

参
加
費　

８
０
０
円　

受
付
期
間　

８
月
10
日
㈯
〜
25
日
㈰

期
日　

９
月
７
日
㈯
・
10
月
19
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

内
容　

初
秋
の
草
花
で
寄
せ
植
え

を
作
り
ま
す
。

対
象　

成
人
10
人

参
加
費　

各
回
２
，０
０
０
円

（
植
木
鉢
を
持
参
で
き
な
い
場
合

は
鉢
代
４
０
０
円
追
加
）

持
参
品　

園
芸
用
手
袋
・
植
木
鉢

（
直
径
25
〜
30
㎝
）

受
付
期
間　

８
月
18
日
㈰
〜
31
日
㈯

期
日　

９
月
７
日
㈯
・
14
日
㈯

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

内
容　

手
打
ち
そ
ば
作
り
を
初
め

て
体
験
す
る
か
た
を
対
象
に
し
た

教
室
で
す
。

対
象　

成
人
６
人
（
未
経
験
者
・

町
内
在
住
者
）

参
加
費　

各
回
１
，０
０
０
円
程
度

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

受
付
期
間　

８
月
10
日
㈯
〜
24
日
㈯

期
日　

８
月
22
日
㈭
・
29
日
㈭

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
容　

日
本
の
伝
統
文
化
の
一
つ

で
あ
る
つ
ま
み
細
工
で
、
秋
の
十

五
夜
に
ち
な
ん
だ
う
さ
ぎ
の
お
月

見
を
作
り
ま
す
。

対
象　

成
人
８
人

参
加
費　

２
，０
０
０
円

持
参
品　

ぬ
れ
タ
オ
ル

受
付
期
間　

８
月
10
日
㈯
〜
17
日
㈯

期
日　

８
月
25
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

親
子
で
ド
ロ
ー
ン
の
映
像

鑑
賞
お
よ
び
操
縦
体
験

対
象　

小
学
生
と
保
護
者
６
組

参
加
費　

無
料

受
付
期
間　

８
月
10
日
㈯
〜
20
日
㈫

期
間　

９
月
15
日
㈰
〜
12
月
22
日
㈰

毎
週
日
曜
日　

全
10
回

時
間　

午
後
３
時
〜
５
時

受
講
生
募
集

中
央
公
民
館

ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
教
室

東
部
公
民
館

秋
の
薬
膳
講
座

東
部
公
民
館

初
秋
の
寄
せ
植
え
教
室

南
部
公
民
館

初
め
て
の
手
打
ち
そ
ば
教
室

北
部
公
民
館

十
五
夜
・
つ
ま
み
細
工
教
室

北
部
公
民
館

親
子
ド
ロ
ー
ン
教
室

場
所　

東
部
公
民
館

講
師　

国
際
交
流
協
会
会
員

内
容　

日
常
生
活
で
使
う
挨
拶
や

ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
の
発
音
と

書
写
な
ど

対
象　

意
欲
的
に
日
本
語
を
学
び

た
い
外
国
人

定
員　

20
人

受
講
料　

５
，０
０
０
円

申
込
締
切　

８
月
20
日
㈫

▼
日
本
語
指
導
助
手
募
集

　

日
本
語
教
室
を
行
う
に
あ
た
り
、

指
導
助
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。
日
本
語
教
育
に
関
心
の

あ
る
か
た
や
外
国
の
か
た
と
の
交

流
を
持
ち
た
い
か
た
、
高
校
生
や

大
学
生
も
歓
迎
し
ま
す
。

内
容　

日
常
会
話
の
相
手
や
五
十
音

の
発
音
・
書
写
な
ど
の
指
導
補
助

申
込
締
切　

８
月
20
日
㈫

主
催　

国
際
交
流
協
会

申
込
み
・
問
合
せ　

国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
中
央
公
民
館
）

82

－

２
４
３
５

k-gakusyuu@
tow
n.gunm

a-
itakura.lg.jp

期
間　

８
月
１
日
㈭
〜
31
日
㈯

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

内
容　

写
真
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

出
展　

サ
ン
デ
ー
く
ら
ぶ

期
間　

８
月
16
日
㈮
〜
25
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
容　

小
学
生
を
対
象
に
し
た

ゲ
ー
ム
、
ぬ
り
絵
、
お
も
ち
ゃ
の

制
作
お
よ
び
作
家
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

入
場
料　

無
料

▼
さ
か
な
の
国
か
ら
こ
ん
に
ち
は

期
間　

９
月
５
日
㈭
〜
15
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
容　

全
国
の
海
で
撮
影
し
た
、

め
ず
ら
し
い
魚
の
写
真
を
展
示
し

ま
す
。

入
場
料　

無
料

　

町
内
各
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い

る
「
公
民
館
に
あ
つ
ま
ろ
う
」
で

は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
、
自
主

学
習
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
学
習
の
さ
ら
な
る
充
実
の

た
め
「
学
習
支
援
隊
」
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
自
主
学
習
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
か
た
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

年
代
問
わ
ず
お
待
ち
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
か
た
は

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

開
催
期
間　

８
月
〜
９
月
・
12
月

〜
２
月
ま
で
の
期
間

※
詳
し
い
開
催
の
日
程
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
９
時
〜
10
時

内
容　

子
ど
も
達
の
自
主
学
習
の

サ
ポ
ー
ト（
丸
付
け
や
自
主
学
習

中
に
困
っ
て
い
る
子
ど
も
へ
の
声

か
け
）

対
象　

高
校
生
や
大
学
生
、
成
人

の
か
た
で
町
内
在
住
の
か
た

場
所　

各
公
民
館

申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
係

（
中
央
公
民
館
）

　

板
倉
町
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
青
少
年
活
動
に
関
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
主
な
活
動

と
し
て
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
野
外
体
験

な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し

て
お
り
、
自
然
体
験
ス
ク
ー
ル
、

公
民
館
祭
り
や
子
ど
も
会
の
か
る

た
大
会
な
ど
、
町
内
の
行
事
に
幅

広
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
と
接
す
る
こ
と
が
好
き

な
か
た
、
ア
ウ
ト
ド
ア
が
好
き
な

か
た
、
楽
し
い
メ
ン
バ
ー
と
一
緒

に
盛
り
上
が
り
た
い
か
た
な
ど
、

学
年
や
学
校
の
枠
を
越
え
た
仲
間

づ
く
り
に
ぜ
ひ
加
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
興
味
が
あ
れ
ば
、
未
経
験

で
も
大
丈
夫
。
友
人
を
誘
っ
て
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。　

　

体
験
入
会
も
可
能
で
す
の
で
、

少
し
で
も
気
に
な
る
か
た
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

中
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で

申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
係

（
中
央
公
民
館
）

臨時休館
８月13日㈫・14日㈬

受
講
生
募
集

国
際
交
流
協
会
・
日
本
語
教
室

イ
ベ
ン
ト

中
央
公
民
館

サ
ン
デ
ー
く
ら
ぶ
作
品
展

わ
た
ら
せ
自
然
館

図
画
工
作
ワ
ー
ク
ス
２
０
２
４

わ
た
ら
せ
自
然
館

水
中
写
真
展

お
し
ら
せ

公
民
館
に
あ
つ
ま
ろ
う

「
学
習
支
援
隊
」
隊
員
募
集

会
員
募
集

板
倉
町
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆受付開始時間　午前８時30分
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トピックス
TOPICS

　７月19日（金）、板倉保育園で夜のつどいが行われました。
園児たちは夕食のカレー作りや宝探し、キャンプファイ
ヤー、肝試しを楽しみました。始めは普段と違う保育園の
雰囲気に戸惑いの表情でしたが、最後に頑張り賞をもらい、
満足そうな笑顔が見られました。

　７月12日（金）、板倉中学校では給食にオリンピック開催
国フランスにちなんだ料理が提供されました。生徒たちは
鶏肉のピストゥ、マセドアンサラダ、コンソメジュリエン
ヌに舌鼓を打ちました。また、給食委員からフランスの食
文化やオリンピックの歴史についての説明もありました。

損災害協定災害協定

害調査結果の提供
　７月８日（月）、三井住友海上火災保険株式会社と損害調
査結果の提供及び利用に関する協定を締結しました。この
協定は被災した保険契約者の同意を得た上で、被災状況な
どの情報を町へ提供していただくものです。これにより、
スムーズな罹災証明書の発行が可能となり、早期の生活再
建に寄与するものです。

フオリンピック開催国グルメツアー〈フランス〉オリンピック開催国グルメツアー〈フランス〉

ランスの食を学ぶ

パ板倉中学校体育祭板倉中学校体育祭

ワー全開！全力疾走！
　６月13日（木）、板倉中学校で体育祭が開催されました。
生徒たちは、玉入れやクラス対抗リレー、綱引きなどで熱
戦を繰り広げました。必死に戦うクラスメイトに大きな声
援を送るなど、とても熱く、盛り上がりを見せた一日とな
りました。

ラ水難事故予防教室水難事故予防教室

イフジャケットの着用を
　７月９日（火）、東小学校で水難事故防止教室が行われま
した。水難学会指導員を講師に迎え、ライフジャケットの
重要性について講話がありました。その後、子どもたちは
服を着たままプールに入り、あおむけで顔だけ水面に出す
背浮きやライフジャケットを着用し、万が一の時に救助を
待つ方法などを学びました。

自自然体験スクール自然体験スクール

然に親しみ、大切に
　７月６日（土）、小学校５年生を対象に子ども会自然体験
スクールが大平山周辺で開催され、71人が参加しました。
子どもたちは、登山やレクリエーション、ぶどう狩りなど
を楽しみました。この事業は育成会や青少年ボランティア
など地域の力に支えられ、子どもたちの成長の場となって
います。

ド夜のつどい夜のつどい

キドキ、夜の保育園
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小
学
校
で
読
み
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か
せ
23
年
間

本
の
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に
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れ
ば
う
れ
し
い

レポーター
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柏
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崎
ざき

祐
ゆう

子
こ

たじま　ちえこ
飯野在住

長年飼っているカメの名前は
大好きな漫画からとってル
フィ。
９月・11月・令和７年１月に
南部公民館主催の親子教室を
担当する予定です。

本と音楽に夢中になった子ども時代

　子どもの頃から読書や音楽、外遊びが
好きだったという田嶋さん。お母様から
「人に伝えられるように読んでごらん」
とアドバイスされ、より深く本に向きあ
うようになりました。またお父様からは
朗読の間

ま

を教わり、自信が生まれ人前で
読むことも好きになったそうです。

読み聞かせ歴23年

　普段は自宅で音楽教室を主宰し、ピア
ノやリトミックなどを通してたくさんの
子どもたちに接してきました。子どもの
入学をきっかけに南小学校での読み聞か
せに参加し、卒業後も音楽教室の生徒さ
んのリクエストで継続。今ではなんと23
年目になるそうです。

リラックスできるひと時に

　現在は、西小学校で活動するモーニン
グママに参加し、月に１回読み聞かせを

行ったり、年に１回大型の紙芝居を上演
しています。優しい声と穏やかな表情で
読み進められる本は田嶋さんが大好きな
本ばかり。「授業が始まる前のほんの短
い時間、子どもたちがリラックスできる
ひと時になればうれしい」「本が心のど
こかに残ってくれれば十分で、いつの日
か自分で想像したり、何かを乗り越える
心の糧になってくれたら」という思いを
持ち続けています。

好きを大切に、好きを続けて

　読み聞かせの活動を長く続けている理
由を尋ねると「本を読むことが好き、そ
して読むことでお役に立てたら」と。「子
どもたちにも、自分の“好き”を大切に、
見つけたらそれを握って離さないで欲し
い」と笑顔で語ってくれた田嶋さん。最
後には、今もこうして地域の子どもたち
に関われることに感謝されていたのが印
象的でした。

田嶋知恵子さん

相談は消費生活センターまで　 ８２－７８３０（ナヤミナシ）
問合せ　太田年金事務所 ４９－３７１６

SMSやメールでの
フィシング詐欺に注意！
【事例１】

　宅配業者名でSMSが届いた。
ちょうど荷物が届く予定だったの
で、SMSに書かれていたURLから、
指示どおりに、IDやパスワード
を入力した。しかし、その後１１万
円を不正利用されていたことが分
かった。（６０歳代）

【事例２】

　スマートフォンに「ETC カード
を更新するように」とのメールが
頻繁に入るようになった。所有し
ているクレジットカード会社発行
の ETC カードの手続きが必要な
のかと思い、URLを開いてメール

アドレスやパスワード、クレジッ
トカード番号を入力した。その後、
カード会社に連絡をすると覚えの
ない決済があり、１万２千円が使
用されていた。（７０歳代）

【ひとこと助言】

　フィッシング詐欺による個人情
報の詐取が増加しており、記載さ
れているURLにアクセスするの
は危険であるため注意が必要。正
規でないサイトやアプリには個人
情報を入力しないようにし、もし
入力してしまった場合はすぐに関
連サービスのIDやパスワードを
変更し、金融機関に連絡しましょ
う。また、IDやパスワードの使
い回しを避けることで被害を防ぐ
ことができます。

　太田年金事務所では、館林市役所を会場
として、国民年金保険料の納付および免除
などの相談会を開催しています。相談は事
前予約が必要です。各開催日の１週間前か
ら予約受付を開始しますので下記予約申込
先までご連絡ください。太田年金事務所ま
でお越しいただくことが難しいかたなどは、
この機会をぜひご利用ください。

開催日　９月19日㈭、10月17日㈭、11月21
日㈭、12月19日㈭、令和７年１月16日㈭、
２月20日㈭、３月19日㈬
時間　午前10時00分～午後３時00分
予約申込　太田年金事務所お客様相談室
※定員になりしだい受付終了
４９－３７１６（音声案内①→②）

　太田年金事務所では休日開庁を行い、国
民年金保険料の納付相談などを承っており
ます。平日は相談に行けないといったかた
は、ぜひ休日開庁日をご利用ください。
期日　毎月第二土曜日
時間　午前９時30分～午後４時
場所　太田年金事務所

年金相談会のご案内

●●●●●●●●●●●●●●休日当番医●●●●●●●●●●●●●●
期 日 内 科 系 外 科 系 耳 鼻 科

８月４日㈰ 後藤内科医院
７２－０１３４

阿部医院
６２－５４２８

新橋病院
７５－３０１１

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

８月11日㈰ 蜂谷病院
６３－０８８８

長谷川クリニック
８０－３３１１

小曽根整形外科
７２－７７０７ －

８月12日㈪ 福田ペインクリニック
８４－１２３３

小西医院
８６－２２６１

澤田皮膚外科
７０－７７０３ －

８月18日㈰ ましも内科・胃腸科
６２－２０２５

小児科おぎわらクリニック※
６１－１１３３

慶友整形外科病院
４９－９０００

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

８月25日㈰ 寺内医院
８８－１５１１

多々良診療所
７２－３０６０

館林医院
７４－２１１２ －

９月１日㈰ 高橋クリニック
７５－７７７２

真中医院
７２－１６３０

堀井乳腺外科クリニック
５５－２１００

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

９月８日㈰ 三浦医院
６２－２９１７

うえの医院
７２－３３３０

館林市夜間急病診療所
７３－２３１３ －

歯 科 ◆緊急　公立館林厚生病院（内科系・外科系）　 ７２－３１４０
◆コロナに関すること　館林保健福祉事務所 ７２－３２３０（平日午前８時30分～午後５時15分）
　 群馬県新型コロナウイルス感染症受診相談センター　 ０５７０－０７０－５６７（館林保健福祉事務所
の受付時間外）

◆夜間　館林市夜間急病診療所（内科・小児科）午後７時～10時（日・祝、年末年始除く）
　 ７３－２３１３（要受診前電話連絡）

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８
午前９時～正午

●診療時間は、午前９時～午後５時（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）　●内科系の※は、小児科のみとなります。
●受診前に必ず医療機関に電話で確認してください。　●救急テレホンサービス　 ７３－５６９９：受診可能な病院を紹介しています。



スケジュール
板倉町役場　　　　８２－１１１１
保健センター　　　８２－３７５７
海洋センター　　　８２－０８５８
福祉センター　　　８２－３９００
児童館　　　　　　８２－２２７０
環境下水道係　　　８２－６１３２
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館
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３
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〜
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５
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1 　 2 　 3 　

ストレス・こころの相談
（館保）

おはなし会（児童館）
県民交通安全日（毎月１日）
防災ラジオ定期放送

５歳児健診
（保健センター）

4 5 　 6 　 7 　 8 　 9 　 10 　

こあら学級（保健センター）
水道料金口座振替日
　(３区～９区、10区の一部)

健診結果相談会
（東部公民館）健診結果相談会

（東部公民館）
窓口延長（午後７時15分まで）

健診結果相談会
（北部公民館）

介護相談会
（南部公民館）

おはなし会（児童館）

11 山の日 12 振替休日 13 　 14 　 15 　 16 　 17 　

窓口延長（午後７時15分まで）
おはなし会（児童館）
自転車マナーアップデー

（毎月15日）

県民防犯の日（毎月16日）

18 　 19 20 21 　 22 　 23 　 24 　

人権相談（南部公民館）
行政相談（南部公民館）
法律相談（役場）
チャレンジ広場

（児童館）

乳児健診（保健センター）
1歳児相談（保健センター）
０歳児童館（児童館）
窓口延長（午後７時15分まで）

おはなし会（児童館） ぱおぱお（保健センター）

25 　 26 　 27 　 28 　 29 　 30 　 31 　

板倉町夏季第47回町民
　卓球大会兼邑楽・館林・
　太田地区中学高校大会
（板倉中学校体育館）
高齢者交通安全日

（毎月25日）

農地相談（役場）
３歳児健診

（保健センター）
小中学校２学期始業式
窓口延長（午後７時15分まで）

赤ちゃんレストラン
（保健センター）

おはなし会（児童館）

子育て講習会（児童館）
１．２歳児童館（児童館）

9/1 2 　

県民交通安全日（毎月１日）
防災ラジオ定期放送

こあら学級（保健センター）
町県民税（普通徴収）２期
国民健康保険税（普通徴収）２期
介護保険料（普通徴収）２期
後期高齢者医療保険料
　（普通徴収）２期

【定休日および休館日のお知らせ】
 各公民館　　　　月曜日および祝日（13・14日は休館）
 海洋センター　　月曜日および祝日（13・14日は休館）
 わたらせ自然館　月・火曜日および祝日の翌日(祝日・振替休日の場合開館し、水曜日休館）
 文化財資料館　　月曜日(祝日・振替休日の場合開館し、火曜日休館）（14日は休館）
 児童館　　　　　日曜日および祝日（13・14日は休館）
 福祉センター　　土・日曜日および祝日

８
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